
令和5年1月24日（火）18:00～19:30＠安平公民館

（資料）安平地区の未来を考える地区別計画の全体共有会

ワークショップの集計データ



安平地区の未来を考える

の振り返り
▷生活福祉部会ワークショップ
令和4年12月6日（火）18:00～20:10
参加者：13名

▷交流活性化部会ワークショップ
令和4年12月7日（水）18:00～20:10
参加者：15名

《テーマ》
①安平地区の課題や困りごと
②安平地区に必要なこと、もの、あったらいい
③地域運営組織の立ち上げやプランづくりの進め方

前回の振り返り



前回の振り返り① 生活福祉部会＠令和4年12月6日（火）18:00～20:10



前回の振り返り② 交流活性化部会＠令和4年12月7日（水）18:00～20:10



前回の振り返り③ ２日間のワールドカフェの成果物（模造紙）



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計方法

安平地区 地区別計画ワークショップ まとめ 

 ・上士幌町ではじめた自動運転バスの運行。 

 

■テーマ３：今後予定している地域運営組織の立ち上げやプランづくりを、どのように進めると良いと思うもの 

・地域の課題解決のやり方や考え方は、人それぞれで、自分たちでまとめるのは大変なので、いままでのように

行政でやってもらった方が楽。 

・安平地区の未来を考えようといっても、今の暮らしに問題意識をもっていない人も多いのでは。 

 ・反対の意見も大事なので、最近、安平地区に住み始めた人やあまり自治会活動に関心のない人たちの声も聞

けるような機会があるとよい。 

・住民同士の声や考えをオープンに共有できる場を増やしていったらよいのでは。 

 

安平地区 地区別計画ワークショップ まとめ 

・地域の年寄りから子どもまで、みんなが気軽に楽しめるような、住民同士が身近に感じられるイベントを行って

ほしい。 

・これから移住者に住んでもらうには公営住宅だけでは足らなし、色々と条件があって入居するのが大変と聞い

ているので、廃校をホテルやアパートにして活用できると良いと思う。 

・高齢になり、独り暮らしになったときのことを考えると、農家の広い家でポツンと一人でいるのは寂しいし、体調

不良などの急なトラブルがあったときなどが心配なので、高齢者の共同住宅などがあると安心。 

 

R4.12.7水 ホスト：山口 

 

■テーマ 1：安平地区の課題や困りごと 

 ・過疎化と少子高齢化で、働き盛りの世代も少ないので、元気な雰囲気にしたくても、なっていかない。 

 ・安平地区に働く場所がないので、若者は地区外に出て行ってしまい、安平地区に人が残らない。 

 ・地域に人がいないので、役職から離れられない。農村地区には、嫁・姑といった保守的な体質が残っているの

で、嫁世代の役員は姑世代の地域の方々に陰口をたたかれるので、行事なども気軽に楽しめなくなる。 

 ・除雪作業が大変。年々、業者が主要幹線を除雪した後に、家の近くに回ってくるタイミングが遅くなっている。業

者に聞くと、人手不足で仕事が進みづらくなっていきているとのことだった。 

・農家はトラクターを使って自力で敷地回りの除雪を行っており、市街地の人ほど困ってはいないが、これも高齢

化で運転すること自体が大変になってきている。作業事故は死に直結しやすいので、家族に止められ無理もで

きない。 

 ・野生動物（アライグマ・エゾシカ）による被害が増えている。 

・瑞穂や緑丘などの農村地区をカバーできる公共交通は少ないので、特に免許のない人は困っている。 

 ・店舗が少ない。特に、本屋や文房具など学生の必需品を買い物できるところがない。 

 ・買い物が大変。若い世代は車やインターネットで買い物ができるが、お年寄りが困っている。 

 ・スマホや電子マネー、マイナンバーカードなど、ＩＣＴが進むのは時代の流れでやむを得ないが、その流れに追い

つけないお年寄りのサポートが課題。 

 ・農村地区は上水道がなく、井戸水を使用。胆振東部地震後は水質が悪くなったように感じる。井戸水が飲めな

ってしまったらと思うと不安になる。 

 ・防災無線、あびらチャンネルが聞こえない、見えない。 

 

■テーマ２：安平地区に必要な「こと」、「もの」、「あったらいい」と思うもの 

 ・空き家に住んでくれる人には手厚い支援策を講じるなど、移住者を呼び込む取組み。 

 ・空港、港、都市等の近郊と立地は優れている点に加え、早来学園への入学希望者も多いということなので、住

宅（空き家・分譲地）を確保して、移住者を受け入れる取組み。 

 ・移住希望者の働く場所の確保として、仕事や勉強のリモートワークのできるオフィスなどがあるといい。 

 ・地域住民やリモートワークなどの移住者が気軽につながれるカフェのような場所（フリーWIFI と充電スペース完

備）があるといい。 

・廃校を利用して、安平地区に色々な人が来てもらえるような、ユースホテル・田舎の宿のような敷居の低い、

お気軽る系の宿泊施設がほしい。サウナがあるとなお良い。宿泊施設が厳しいなら、キャンプ場もあり。 

 ・一回で買い物を済ますことのできる程度のスーパー（マックスバリューのような店舗）がほしい。 

 ・出前（ピザ、丼ものなど）をしてくれる店がほしい。 

 ・農村地区の町道で、暴風雪になると必ず吹き溜まりができて車がハマる場所に、防雪柵を設置してほしい。 

 ・簡単な手続きで乗れるデマンドバス。 

 ・こども達だけで気軽にのれて、町内を移動できるバス。（親や指導者等の送迎を必要としないで済むもの） 

安平地区 地区別計画ワークショップ まとめ 

R4.12.6火 ホスト：山口 

 

■テーマ 1：安平地区の課題や困りごと 

 ・除雪がたいへん。 

 ・シカによる被害が広がっている。農作物被害、車との接触事故。 

 ・震災後は一気にアライグマも増えて、農作物被害は拡大の一途。 

 ・少子高齢化で部落の人口が減って、共同作業や農作業に人が集まらず、作業負担が重くなっている。 

 ・地元の商店だと品揃えが少ないので、遠くて不便ではあるが早来の商店や町外へ買い物にいかなければなら

ない状況。 

 ・農村地区はあびらチャンネルのエリア外が多く、そもそも映らない。役場にいってもエリアを広げるのはハードルが

高いと説明されるので、諦めている。 

 ・農村地区は上水道が通っておらず、自分で井戸を掘ったり、水質検査したりと苦労している。 

 ・都会のアンガス牧場のファンがブログをみて訪問してくれるのは有難いのだが、事前連絡もなく、突然訪れて敷

地内に侵入してくる人に困っている。牛の感染症予防対策に経営主が神経を使っている中でのこうした行為は、

悪気はないことは理解するが、アポなしでの訪問には非常に困惑している。 

 ・一度でも地域内の役職を引き受けると、そのバトンを渡せる人がいないので、ずっ～と背負う羽目になる。そうな

ると、義務的になりどんどん重荷に感じてくる。人がいないのに役職の数ばかり多くて、負担感が大きい。 

・町内全域に光回線がつながったものの、それを家に引き込んだり、家の中の通信環境を整えたりと、手続きや

することが多く、思いのほか大変だった。 

 

■テーマ２：安平地区に必要な「こと」、「もの」、「あったらいい」と思うもの 

 ・婚活イベントなどの人を増やせる取組み。同時に、お嫁さんや子どもが来てくれる環境づくりも大切。 

 ・都会の人などの外から来る人（移住・体験・観光）を受け入れる体制づくりが必要。 

 ・移住を希望する人が、住める場所を確保する。（空き家や分譲地の紹介など） 

 ・高齢で免許のない人の移動の足（送迎）。早来でお酒を飲んで帰れるような代行車やハイヤーがほしい。 

 ・コロナ禍もあって、地域内での交流が激減したので、気軽に集まる機会と場所がほしい。 

 ・気軽に集まれるような定期的なサロン活動があるとうれしい。 

 ・農村地区の婦人たちも、安平公民館のサロンに参加するなど、市街地と農村の住民が、日頃から気軽に一緒

に楽しめる場がほしい。 

 ・廃校をつかって、地域内の人や地域外の人が交流できる場があってもいい。 

 ・上手に町外の方々と交流できると、お互いの強みを生かしたり、補い合ったりすることができて、Win-Winの関係

になるので、そうした取組みができるとよいと思う。 

 ・自宅内のインターネット回線の環境整備をサポートしてくれる人がほしい。 

 

■テーマ３：今後予定している地域運営組織の立ち上げやプランづくりを、どのように進めると良いと思うもの 

・コロナワクチンの接種や公共交通の利用、介護サービスなど、日々の暮らしの事をひとつするにも、地域の住民

は、その手続きをするのに精一杯。こうした手続きのことに明るい人が身近にいてくれることが安心だし必要。 

・安平地区のような小さな地域だと、自分たちの生活で精一杯なところがあるので、暮らしのことに関しては、役

場職員の信用力や影響力は大きいし、地域のこともある程度は行政が把握している現状を考えると、地域はお

んぶにだっこになるという意味ではなく、役場が主導して、地域の実態に合わせて、少しづつでいいので、地域住

民と一緒になって、この取組みを進めてくれた方が良いと思う。 

・何か気負って、難しいことや新しいに取組むよりも、気軽に来てもらったり、会話ができたり出来る雰囲気づくりが

大事。 

目標（あったらいいもの、こと）
大項目 中項目 小項目

課　　　　　題

備　　考

デマンドバス 2 デマンドバスが使いにくい 1 →簡単な手続きで乗れるデマンドバスが欲しい 2

急に使えない、使い方が分からない 1

公共交通が少ない 2 子供達だけで移動できる手段がない 1 →子供達だけでも町内を移動できるバスが欲しい

あつまバスは安平地区にはこない 1
→上士幌町で運行を始めた自動運転のバスが欲し
い

巡回バス 1 本数が少ないけど利用者も少ない 1

JR 1 ホームに階段しか無く利用できない 1 →階段のないホームになるといい

→安平と千歳を直接繋ぐ新しい道路が欲しい

集まる機会と場所がない 4 →気軽に集まれる定期的なサロンがあると嬉しい 2

市街地と農村住民の交流が
ない

1 →日頃から一緒に楽しめる場所が欲しい

→高齢者から子供が気軽に楽しめるイベントが必要

→婚活イベントがあるといい 2

→安平地区の人はフレンドリーなので人のつながりを
大切にしながら笑いの絶えない環境づくり

→気軽に立ち寄れる場所（ワーキングスペース、足
湯施設）

各種手続きが大変 1
予防接種、公共交通利用、介護サービス
の手続き

1 →手続きに明るい人が身近にいると安心するし必要 1

年齢を重ねると自分のことで
精一杯に

1 →若者を引き入れる必要がある

草刈り 1 家の周辺の草刈り 1 腰が痛くて大変 1

農村地区に嫁姑問題がある 1 嫁世代が地域の行事を楽しめない 1

若い人との関わりがない 1 昔と違い世代間で確執がある 1

観光客 1 観光者のマナーが悪い 1 家畜（牛）への感染症が怖い 1

観光資源が少ない 1 安平地区に立ち止まることがない 1

→馬の町を活用したイベントや公園づくり、引退馬の
活用

移住・体験・観光客が少ない 6 受け入れる環境がない（家など） 4 →婚活イベントなどの人を増やせる取り組みが必要

→移住者への手厚い支援、呼び込む取り組みが必
要

→空き家、分譲地など住居の確保が必要

→人を誘致できるようなアパートや家があればいい
（水洗トイレ）

→働く場所の確保、リモートワークのオフィス用意
→安平のことを客観的な視点で捉えられる町外の人
のアイデア

町内と移住者の確執がある 2 交流する機会がない 1 →お互いの強みを活かせる取り組みが必要

地域住民と移住者の交流が
ない

1 繋がれる場所がない 1 →カフェ（wi-fi、充電スペース）が欲しい 2

自治会に入らない 1

→地域内・外の人が交流できる場にしたらいい

→ホテル、アパートへの活用

→ユースホテル、田舎の宿、サウナ、宿泊施設

→生活が不安になった時に使えるシェアハウス

→料理教室（鹿料理とか専門的な）

→地区の中心にあり印象が寂れていくので早めに活
用したほうがいい
→水族館や動物園として活用する（馬、羊、鹿とのふ
れあい体験、羊の毛刈り体験、昆虫館…冬の来客も
見込める）
→学習施設として活用（スマホ教室、タクシードライ
バー養成学校、習い事教室等）

昔は生活に必要なものがあっ
た

昔のものがなくなり問題が発生している
→古いものを大切にして新しいものを取り入れて今あ
るものをアップグレードする

（飲み屋、訪問診療、集会
等）

→これにより安平地区の既存の考え方と移住してくる
人達の考え方の距離感を縮めることができる

→先進技術を取り入れるのもいいが、高齢の方が取
り残されないようにしたい

→ゴールは、利便性よりも皆が安心して生活できる町
にしたい

→全体の問題だけではなく個人の問題も解決できる
取り組みが欲しい

生活

移動

まちづくりの
方針

町の機能

観光資源 1

移住者 10

移住者・観光 12

2

安平小学校 6廃校後の活用

文化・風習

地域の人が交
流できる場所

5

日々の生活で
精一杯

2

風習 2

62

開催日時（参加人数）：１回目…令和4年12月6日火曜日　18:00〜20:10　（13人）

　　　　　　　　　　      　２回目…令和4年12月7日水曜日　18:00〜20:10　（15人）
集計方法（考え方）　：グループワークはワールドカフェの手法で開催したため集計した件数は人数からの件数ではなくグループワークの各テーブル、各タームで「話題に上がった課題の件数」を１回目と２回目の両日をまとめて集計したもの。

　　　　　　　　　　　（※同じ人がテーブルを移動して同じ話題で話をしていることが想定されるので、話題に上がってグループ内で話された課題の全件数を抽出することで話題性が高い課題を項目として集計）

除雪作業が大変 3

除雪車が置いていった雪が重い 1

シルバー人材不足、地区で基準違う 1

除雪にくる時間が遅くなってい
る

1 業者の人手不足で対応が遅くなっている 1

農村地区はトラクターで自力
で行う

1 高齢で運転が大変、事故への不安 1

同じところに吹き溜まりが出来
る

1 車がスタックする 1 →防雪柵を設置して欲しい

道路がブラックアイスバーンに
なる

1

農作物の被害が出ている 3

車両事故が起きている 1

共同作業・農作業の負担 1

地域役員が恒常化し辞めら
れなく負担

5 役職（会）が多い、なり手がいない 3

若い人、働き盛りの世代が少
ない

5 活気がないし盛り上がらない 1

消防団等地域の役割も人手不足 1

妻・後継者がいない 2

農村部の広い家での生活に
不安

1 今後、独居や体調不良への不安がある 1 →高齢者の共同住宅が欲しい

アパートなどがない 2
賃貸がなく住むハードルが高い（家を建て
る）

1

空き家 1 下水道が通っていない空き家が課題 1 →空き家の活用で賃貸を増やす
安平町・地区に働く場所がな
い

4 若者が地区外に出ていってしまう 2

→職業訓練、語学学校、有機農業、タクシー運転養
成などの講座があるといい

→地元に大きな産業が欲しい

上下水道 3 井戸水を使用（自分で掘る） 2 水質調査が必要、地震後の水質が不安 1 →上下水道を整備して欲しい

防災無線 1 防災無線が聞こえない 1 ※（インフラ）情報の分断 1

あびらチャンネル2
農村地区はエリア外が多く見
れない

2 ※（インフラ）情報の分断 1

自宅に引き込むのが大変な
手間

1

自宅の環境整備が出来ない 1 インターネット回線の環境が出来ない 1 →サポートしてくれる人が欲しい
スマホ、電子マネー、マイナン
バー

2 ICTは仕方ないが追いつけない 2 →高齢者のサポートが必要

スマホの使い方が分からない 1 スマホ教室に参加したが突発的なもの 1

ゴミ 1
農村地区はゴミステーション
が遠い

1 車でゴミを捨てに行く 1

安平町に入院施設がない 3 何かあったときに不安 2

相談窓口がない 4 夜間何かあった時に相談できない 1

コロナで受け入れも相談も出来なかった 1

看てくれる人がいない 1

救急車は呼びにくいので我慢するが不安 1

地元に商店やスーパーがな
い

4 別地区や町外への買物が不便 1

本屋や文房具など学生の必要品を買え
ない

1

コンビニが少ない 1 もうひとつ欲しい 1

コンビニの品数が少ない 1 セコマにホットシェフが欲しい 1

買物が大変 1 インターネット使えず通販できない 1

１回で買物が出来ない 1 →スーパー（マックスバリュー規模）が欲しい

食料品以外の買物 1
トドック、かける君があるが他の買物もした
い

1

飲食店が少ない 3 ピザ、寿司、丼ものの出前がない 2 →出前をする店が欲しい 3

定食屋、寿司屋、カフェ 1 →食事の選択肢が広がると嬉しい 1

→新しいお店（カフェ、カラオケ、飲み屋、本屋）

移動手段がない 1
高齢者、免許のない人の移動手段がな
い

2

瑞穂、緑丘など農村部は特に不便 1

一人暮らしは車がないと出かけるのも大
変

1

→新しい交通手段（都会にある電動キックボード）
代行サービスがない・ハイ
ヤーが少ない

4 お酒を飲めに行けない 2 →タクシーがあると地元にお金が落ちる

土日、夕方はタクシーが捕まらない 1

目標（あったらいいもの、こと）

3

雪・除雪・路面 7
自然現象
（気象）

大項目 中項目

生活

移動

病院・医療

自然現象
（動物）

鹿・アライグマ
の被害

3

14

携帯電話等

小項目

課　　　　　題

備　　考

NPO法人コミュニティシンクタンクいんくるらぼ＠2023.1.13

8

買物 9

人口動態

安平の未来を考える 地区別計画ワークショップの意見集計表（項目別）

7

3

13

62

3

住居 4

仕事 4

光回線の整
備・インター
ネット

2

少子高齢化で
人口減

13

飲食店

①模造紙を全て文字起こし ②課題で分類して集計（※話題性）
→A3の配布資料



データ分析と解釈のポイント

【ポイント①】
グループワークは「ワールドカフェの手法」で開催したため集計した件
数は人数からの件数ではなく、グループワーク中にて各テーブル、各
タームで「話題に上がった課題の件数」を、1回目と2回目のワーク
ショップ両日から抽出してカテゴライズをおこない集計したもの。
(同じ人がテーブルを移動して、同じ話題で話をしていることが想定さ
れるので、話題に上がってグループ内で話された課題の全件数を抽出す
ることで「話題性が高い課題」を項目として集計) 
【ポイント②】
定量的に件数が多い課題は「話題性が高い」ので地域に
おける共通性や重要度が高いと判断できる反面、ワーク
ショップ参加者個人の発言力や発信力にも影響を受ける
ので「件数が少ない課題にも本質的な課題が潜んでいる」
ことも解釈するポイントとなる。
（課題は「声無き声」の中に解決のヒントが隠されている

ことも多いので少数意見や表出化していない課題にも注
目をしていくことが重要）



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題①

生 活 63%

人口動態 13%

移住者・観光 12%

自然現象
（気象） 7%

自然現象
（動物） 3%

文化・風習 2%



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題②

0 5 10 15

住居

仕事

上下⽔道

防災無線

あびらチャンネル

光回線の整備・インターネット

携帯電話等

ゴミ

病院・医療

買物

飲⾷店

移動

地域の⼈が交流できる場所

⽇々の⽣活で精⼀杯

草刈り

《課題の内容》

【草刈り】家の周辺の草刈りが大変

【日々の生活で精一杯】各種手続きが大変、年齢を重ねると自分
のことで精一杯

【交流できる場所】集まる機会と場所がない、市街地と農村住民
の交流がない（※移住者の項目でも同じ課題があり）

【移動】移動手段がない、代行サービスがない、ハイヤーが少な
い、デマンドバスが使いにくい

【飲食店】飲食店が少ない 、出前がない

【買物】地元に商店やスーパーがない、コンビニが少ない、
品数が少ない、買物が大変、食料品以外の買物が困る

【病院・医療】安平町に入院施設がない、相談窓口がない

【ゴミ】ゴミステーションが遠い

【携帯電話】スマホ、電子マネー、マイナンバー分からない
スマホの使い方が分からない

【あびらチャンネル】農村地区はエリア外が多く見れない

【防災無線】聞こえない

【上下水道】井戸水を使用、下水も未整備

【仕事】安平町、安平地区に働く場所がない

【住居】農村部の広い家での生活に不安、 アパートなどがない、
空き家問題（※移住者の項目でも同じ課題があり）

生活に関する課題（63％）の内訳



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題③

0 2 4 6

共同作業・農作業の負
担

地域役員が恒常化し辞
められなく負担

若い⼈、働き盛りの世
代が少ない

妻・後継者がいない

人口動態に関する課題（13％）の内訳

《課題の内容》
・妻・後継者がいない
・若い人、働き盛りの世代が少ない
・地域役員が恒常化し辞められなく負担
・共同作業が出来なくなり農作業が負担
・役職（会）が多い、なり手がいない
・活気がないし盛り上がらない
・消防団等地域の役割も人手不足



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題④

0 2 4 6 8 10 12

観光客

観光資源

移住者

移住者・観光に関する課題（12％）の内訳 《課題の内容》

【移住者】
・移住、体験、観光客が少ない
・受け入れる環境がない（家など）
・地域住民と移住者の確執がある
・地域住民と移住者の交流がない
・繋がれる場所がない
・自治会に入らない

【観光資源】
・観光資源が少ない
・安平地区に立ち止まることがない

【観光客】
・観光者は歓迎するがマナーが悪く
家畜（牛）への感染症が怖い



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題⑤

0 2 4 6 8

雪・除雪・路⾯

⿅・アライグマの被
害

⾃然現象（気象）

⾃然現象（動物）

自然現象 動物（3％）
自然現象 気象（7％）の内訳

【除雪】
・除雪作業が大変
・除雪車が置いていった雪が重い
・シルバーの人材不足
・地区で除雪の基準が違う
・ 除雪にくる時間が遅くなっている
・業者の人手不足で対応が遅くなって
いる

・農村地区はトラクターで自力で行う
が高齢で運転が大変、事故への不安

【路面】
・同じところに吹き溜まりが出来て車
がスタックする

・道路がブラックアイスバーンになる

《課題の内容》

【動物】
・農作物の被害が出ている
・車両事故が起きている



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 課題⑥

0 0.5 1 1.5

農村地区に嫁姑問題が
ある

若い⼈との関わりがな
い

文化・風習（2％）の内訳

《課題の内容》
・嫁世代が地域の行事を楽しめ
ない

・昔と違い世代間で確執がある



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 目標①

安平地区に「必要なこと」「もの」「あったらいい」

雪 ・防雪柵を設置して欲しい

住 宅 ・高齢者の共同住宅が欲しい

・空き家の活用で賃貸を増やす

仕 事 ・職業訓練、語学学校、有機農業、タクシー運転養成などの講座があるといい

・地元に大きな産業が欲しい

上下水道 ・上下水道を整備して欲しい

インターネット
・携帯電話

・サポートしてくれる人が欲しい

・高齢者のサポートが必要

買 物

・スーパー（マックスバリュー規模）が欲しい

・出前をする店が欲しい

・食事の選択肢が広がると嬉しい

・新しいお店（カフェ、カラオケ、飲み屋、本屋）



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 目標②

安平地区に「必要なこと」「もの」「あったらいい」

移 動

・新しい交通手段（都会にある電動キックボード）
・タクシーがあると地元にお金が落ちる（飲みに行ける）
・簡単な手続きで乗れるデマンドバスが欲しい
・子供達だけでも町内を移動できるバスが欲しい
・上士幌町で運行を始めた自動運転のバスが欲しい

J R ・階段のないホームになるといい
道 路 ・安平と千歳を直接繋ぐ新しい道路が欲しい

交 流

・気軽に集まれる定期的なサロンがあると嬉しい
・日頃から一緒に楽しめる場所が欲しい
・高齢者から子供が気軽に楽しめるイベントが必要
・婚活イベントがあるといい
・安平地区の人はフレンドリーなので人のつながりを大切にしながら笑いの絶えない
環境づくり

・気軽に立ち寄れる場所（ワーキングスペース、足湯施設）

日常生活
・手続きに明るい人が身近にいると安心するし必要
・若者を引き入れる必要がある



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 目標③

安平地区に「必要なこと」「もの」「あったらいい」

移住者・観光

・馬の町を活用したイベントや公園づくり、引退馬の活用

・婚活イベントなどの人を増やせる取り組みが必要

・移住者への手厚い支援、呼び込む取り組みが必要

・空き家、分譲地など住居の確保が必要

・人を誘致できるようなアパートや家があればいい（水洗トイレ完備）

・働く場所の確保、リモートワークのオフィス用意

・安平のことを客観的な視点で捉えられる町外の人のアイデア

・お互いの強みを活かせる取り組みが必要

・カフェ（wi-fi、充電スペース）が欲しい

まちづくりの
方針

・昔は生活に必要なもの（飲み屋、訪問診療、集会等）があったが、昔のものがなく
なり問題が発生している

・古いものを大切にして新しいものを取り入れ今あるものをアップグレードすることで、
安平地区の既存の考え方と移住してくる人達の考え方の距離感を縮めることができる

・先進技術を取り入れるのもいいが、高齢の方が取り残されないようにしたい
・ゴールは、利便性よりも皆が安心して生活できる町にしたい
・全体の問題だけではなく個人の問題も解決できる取り組みが欲しい



安平地区の未来を考える地区別計画ワークショップの集計結果 目標④

安平地区に「必要なこと」「もの」「あったらいい」

安平小学校
の利活用

・地域内、外の人が交流できる場にしたらいい

・ホテル、アパートへの活用

・ユースホテル、田舎の宿、サウナ、宿泊施設

・生活が不安になった時に使えるシェアハウス

・料理教室（鹿料理とか専門的な）

・地区の中心にあり印象が寂れていくので早めに活用したほうがいい

・水族館や動物園として活用する
（馬、羊、鹿とのふれあい体験、羊の毛刈り体験、昆虫館…冬の来客も見込める）

・学習施設として活用（スマホ教室、タクシードライバー養成学校、習い事教室等）



事業分野 地域の課題 交付対象事業年度（Ｒ5年度＝１年⽬） ２年⽬ー３年⽬ ⽬標（将来像）
⽣活⽀援、
安全安⼼の
確保等
(⽣活、気象、
動物)

地域内外の交流が少な
い。
・集まる機会と場所がな
い。
・若い⼈との関わりが少な
く、世代間ギャップが広
がっている。
・市街地と農村地区の
交流が少ない。
・少⼦⾼齢化で⽇々の
⽣活が⼤変。
・エゾ⿅等による農作物
被害が深刻。

◆公⺠館を拠点とした住⺠交流
＊交流拠点として公⺠館を活⽤し、⼦どもから⾼齢者まで、住
⺠同⼠が気軽に楽しく交流できるサロン活動や健康づくり教室
等の実施
＊⼦どもや⾼齢者の⾒守りのほか、住⺠同⼠の交流の場として
地域⾷堂や農産物直売所等の実施
＊⼦どもの居場所づくりのほか、多様な学習・体験等を含めた⼦
育て・教育⽀援の提供の場として放課後⼦ども教室等の実施
◆暮らしのサポート対策
＊暮らしのちょっと困り（買物・通院・公共交通・除雪・草刈り・
ゴミ捨て・スマホ・インターネット、⼿続き等）対策の調査・研究
◆環境⽣活への総合対策
＊エゾ⿅・アライグマ等の被害防⽌対策の検討

◆公⺠館を拠点とした住⺠交流
＊前年の継続

◆防災・防犯対策
＊（新規）防災⾒守りマップ等の
作成
◆暮らしのサポート対策
＊サポート対策の事業化
→（例）買い物バスツアー
→（例）有償ボランティア制度

◆環境⽣活への総合対策
＊前年の継続

交流・活性
化の促進
(移住者・観
光、⽣活、
⼈⼝減少)

移住者や観光客を受け
⼊れる環境がない。
・空き家対策が不⼗分。
・後継者や役員等の担
い⼿（⼈）不⾜。
・移住者と地域住⺠の
交流機会がない。
・観光資源が少ない。
・飲⾷店が少ない。
・若者が働く場所がない。

◆移住・交流の促進
＊空き家等活⽤体制（所有者の意向把握等）を整え、移住
（就業）希望者に向けた情報発信や相談活動の実施
＊婚活イベントや⽥舎暮らし体験ツアーなど、移住者を増やす取
組みの実施
＊転出した安平⼩卒業⽣や安平地区ファン等といった関係⼈
⼝の⽅々との交流イベントの実施
＊地域資源を客観的に捉え、その強みを⽣かした観光メニュー・
交流イベントプログラム等の開発
＊地域の賑わいづくりの場として、カフェ店舗兼コワーキングスペー
ス等の整備検討

◆移住・交流の促進
＊前年の継続
＊（新規）安平地区町⺠の集い
のリニューアル
→（例）キッチンカー等を招いた
イベント化

閉校活⽤ 安平⼩学校がR4年度
に閉校するので早めに
活⽤したい。
・閉校になると、地域の
印象がさびれていく不安
がある。
・地域内外の⼈々が交
流できる施設がいい。

◆閉校活⽤対策
＊先進地視察の実施を通じた活⽤⽅策の調査・研究
＜アイデア〜地域内外の⼈が交流できる施設＞
→アパート等の住宅施設（⾼齢者共同などのシェアハウス）
→⽥舎の宿（ユースホテル）、サウナ付きキャンプ等の宿泊施設
→⾺・⽺・⿅との体験型（⽺⽑刈）動物園、⽔族館、昆⾍館
→職業訓練や学習施設（語学、有機農業、タクシー運転養成、
調理・加⼯など）

◆閉校活⽤対策
＊活⽤対策の構想づくりに向けた
具体的な検討
＜構想づくりの考え⽅＞
※左記のような各種アイデアの検
討や絞り込みを⾏い、安平地区に
適した実現可能性の⾼い活⽤⽅
策を構想としてまとめる。

安平地区協働コミュニティ圏活性化プラン（素案）
これはあくまでも「活性化プラン」のイメージです。今後、地域運営組織等において、地域実情を踏まえながら総合的に検討していきます。

３か年計画（R5からR7まで）

◆その他（⾏政等に要望したい地域課題など）
＊暴⾵雪には必ず吹だまりができて、⾃動⾞がスタックするなど⽴ち往⽣する場所への防雪柵を設置してほしい。
＊ＪＲ安平駅ホームの通路橋の往来がヒザが悪く⼤変なので、昔のように線路を横断できるようにしてほしい。
＊安平地区と千歳市を直接つなぐ、道路がほしい。（⾃衛隊⽤地の中を横切っていく道路〜昔は遊歩道として利⽤していたとのこと。）
＊上⼠幌で運⾏を開始した⾃動運転式のバスがほしい


